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昨年は…
・様々な面において、自分に自信がない
・自分の「やりたい」を大事にできる社会がいい

こうしたことを言語化することができました

対話の結果、
・ユースで集まることに意味がある
→時代の背景を共有している

・多様性の一つ「年齢」という視点も重要。

ということがわかりました



今年は…
去年の内容とシナリオプランニングの考え方を踏まえ、

・ユースという存在についてのとらえ直し
・どんな未来を望むか

ということについて話しました。

将来を担うけれど、若くて経験
がない私たちはどう自信を持ち、
どう意見を言ったらいいの？



今年のグループミーティング 概要

第1回 考えよう私たちの時代のこと
第2回 SDGs（2030年）のその先、大丈夫そ？
第3回 未来はいくつも存在する、シナリオを描こう
第4回 確実なこと、不確実なこと、これからの

時代の学び方って？
第5回 再び私たちのシナリオを描く

第3回～第5回は特にシナリオプランニングに関する内容になっています



ユースグループミーティングの前に、、

毎回、はじめに以下のようなグランドルールを確認しました

対話の時の過ごし方

①話すときは自分の経験から話そう。脱・いい子ちゃんしてみ

ませんか

②聞くときは相手を知ろうという気持ちで好奇心をもって

聞こう

③あなたらしくいてください



第１回 第２回

ユースってなに？
どんな存在？

参政権とユース
・ユースの声って政治に拾って
もらえるの？

国連こどもの権利条約について
・私たちは意見を表明する権利が
ある

SDGsの基本についておさらい
・ウエディングケーキモデル
について

SDGsは2030年まで。
2030年以降はどうなっている
だろうか？
・得たものも失ったものもた
くさんある
・心はハッピーだろうか？
・どう行動するか次第では？



シナリオプランニングに沿って考える

第3回
・私たちに関わりのある人、影響を受けている人は誰？
・どんなことが変化したら取り巻く環境が変化するだろうか？

第4回
・大きな変化に伴い、どのような変化が想定されるだろうか？
・どんなことが変化したらユースの望む未来に変化する？

第5回
・2030年、どんな未来になっていたい？









まとめ

・ユースとは何か、ということについて話せた。
→社会的に力ないが、意見を表明しても良い存在である
ことをユースで確認できた。

・周りの目を気にせず、未来について率直に話せる場を
実現できた。


